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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成24年12月27日(2012.12.27)

【公表番号】特表2012-508357(P2012-508357A)
【公表日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-014
【出願番号】特願2011-535675(P2011-535675)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｋ  11/10     (2006.01)
   Ｅ０３Ｃ   1/02     (2006.01)
   Ｃ０２Ｆ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｋ  11/10    　　　Ｚ
   Ｅ０３Ｃ   1/02    　　　　
   Ｃ０２Ｆ   1/00    　　　Ｊ
   Ｃ０２Ｆ   1/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月6日(2012.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下流の流体処理装置を単一ライン水栓に接続するバルブ装置であって、
　ハウジングと、
　前記バルブ装置へ供給される流体を受け入れるための、前記ハウジング上の第一入口と
、
　前記第一入口と流通可能に接続された、前記ハウジング上の第一出口であり、該第一出
口が前記バルブ装置から前記下流の流体処理装置へ流体を送るための第一出口と、
　前記下流の流体処理装置から前記バルブ装置へ流体を受け入れるための、前記ハウジン
グ上の第二入口と、
　前記バルブ装置から前記単一ライン水栓へ流体を送るための、前記ハウジング上の第二
出口と、
　前記第一入口、前記第一出口、前記第二入口及び前記第二出口と流通可能に接続された
、前記ハウジング内の自動遮断弁と、
　を備え、
　前記遮断弁が、前記第一入口と前記第二出口との間の差圧に応じて、開放位置から閉鎖
位置へおよび前記閉鎖位置から前記開放位置へ自動的に切り替えられ、前記開放位置にお
いて前記第一入口を通過して前記第一出口へ至る流体の流れ及び前記第二入口を通過して
前記第二出口へ至る流体の流れが可能となり、前記閉鎖位置において、前記第一入口から
前記第二出口への流体の流れが阻止されることを特徴とする、
　バルブ装置。
【請求項２】
　前記第二入口に隣接して前記ハウジング内に逆止め弁を含む、請求項１に記載のバルブ
装置。
【請求項３】
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　前記逆止め弁と前記第二入口との間に、前記第二入口内部の第一圧力を減少させること
ができる圧力逃がし機構を含む、請求項２に記載のバルブ装置。
【請求項４】
　前記逆止め弁が、前記第二入口から前記第二出口への流体の流れを可能にし、かつ前記
第二出口から前記第二入口への流体の流れを阻止できることを特徴とする、請求項２に記
載のバルブ装置。
【請求項５】
　前記遮断弁内にプランジャを含み、該プランジャが第一位置と第二位置との間で切り替
え可能であり、
　前記第一位置において、前記第一入口を通過して前記第一出口へ至る流体の流れ及び前
記第二入口を通過して前記第二出口へ至る流体の流れが可能となり、
　前記第二位置において、前記第一入口から前記第二出口への流体の流れが防止され、
　前記差圧が規定値より大きいとき前記プランジャが前記第一位置にあることを特徴とす
る、請求項１に記載のバルブ装置。
【請求項６】
　前記遮断弁が少なくとも１つの安定化部材を含み、該安定化部材が前記プランジャを前
記閉鎖位置へ付勢することを特徴とする、請求項５に記載のバルブ装置。
【請求項７】
　前記遮断弁が前記開放位置に設定されるのを阻止するスイッチを含む、請求項１に記載
のバルブ装置。
【請求項８】
　ハウジングと、
　第一入口を通過して前記ハウジングの中へ及び第一出口を通過して前記ハウジングの外
へ伸びる未処理水供給流路と、
　第二入口を通過して前記ハウジングの中へ及び第二出口を通過して前記ハウジングの外
へ伸びる処理水供給流路と、
　前記ハウジング内部の逆止め弁であり、前記ハウジングから前記第二入口を通過する流
体の流れを防止する逆止め弁と、
　開放位置と閉鎖位置との間で切り替え可能な前記ハウジング内部の遮断弁であって、前
記開放位置において前記未処理水供給流路及び前記処理水供給流路を通過する流体の流れ
が可能となり、前記閉鎖位置において前記未処理水供給流路を通過する流体の流れが阻止
される、遮断弁と、
　を備え、
　前記第一入口内部の第一圧力と前記第二出口内部の第二圧力との間に差圧が形成され、
該差圧に応じて、前記遮断弁が前記開放位置と前記閉鎖位置との間で切り替えられる、バ
ルブ装置。
【請求項９】
　前記第一入口を通過して前記ハウジングの中へ及び第三出口を通過して前記ハウジング
の外へ伸びるバイパス流路を含む、請求項８に記載のバルブ装置。
【請求項１０】
　前記第二入口に隣接して前記ハウジング内部に圧力逃がし機構を含み、前記遮断弁が閉
鎖されるとき、前記圧力逃がし機構が、空気を前記供給流路から排気できることを特徴と
する、請求項９に記載のバルブ装置。
【請求項１１】
　前記未処理水供給流路を通過する流体の流量を制限する流量コントローラを含む、請求
項８に記載のバルブ装置。
【請求項１２】
　前記差圧が規定値より大きいとき、前記遮断弁が前記開放位置へ切り替えられることを
特徴とする、請求項８に記載のバルブ装置。
【請求項１３】
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　前記遮断弁内部に前記遮断弁を前記閉鎖位置へ付勢する安定化部材を含む、請求項８に
記載のバルブ装置。
【請求項１４】
　水供給源と、
　水処理デバイスと、
　入力デバイスと、
　バルブ装置の中へ供給流体を受け入れるために前記水供給源に接続された第一入口と、
前記バルブ装置から前記水処理デバイスへ流体を送るために前記水処理デバイスに接続さ
れた第一出口と、前記水処理デバイスから前記バルブ装置の中へ流体を受け入れるために
前記水処理デバイスに接続された第二入口と、前記バルブ装置から前記入力デバイスへ流
体を送るために前記入力デバイスに接続された第二出口と、前記第一入口、前記第一出口
、前記第二入口及び前記第二出口と流通可能に接続された遮断弁とを含む、バルブ装置で
あって、
　前記遮断弁が、前記第一入口と前記第二出口との間の差圧に応じて、開放位置から閉鎖
位置へおよび前記閉鎖位置から前記開放位置へ自動的に切り替え可能であり、前記開放位
置において前記第一入口から前記第一出口への流体の流れ及び前記第二入口から前記第二
出口への流体の流れが可能となり、前記閉鎖位置において前記第一入口から前記第一出口
への流体の流れが阻止される、バルブ装置と、
　を備える、水処理装置。
【請求項１５】
　前記バルブ装置が前記第二入口に隣接して逆止め弁を含むことを特徴とする、請求項１
４に記載の水処理装置。
【請求項１６】
　前記逆止め弁と前記第二入口との間の圧力逃がし機構と、前記第二入り口内部の第一圧
力とを有し、前記圧力逃がし機構が前記第一圧力を減少させることができることを特徴と
する、請求項１５に記載の水処理装置。
【請求項１７】
　前記水処理デバイスに隣接して、前記水処理デバイスへの流体の流入量を制限する流量
コントローラを含む、請求項１４に記載の水処理装置。
【請求項１８】
　前記遮断弁がプランジャと少なくとも１つの安定化部材とを含み、該安定化部材が前記
プランジャを前記閉鎖位置へ付勢することを特徴とする、請求項１４に記載の水処理装置
。
【請求項１９】
　前記差圧が規定値より大きいとき前記遮断弁が前記開放位置へ切り替えられ、前記差圧
が前記規定値より小さいとき前記遮断弁が前記閉鎖位置へ切り替えられることを特徴とす
る、請求項１４に記載の水処理装置。
【請求項２０】
　前記バルブ装置が、前記遮断弁が前記開放位置に設定されるのを阻止するスイッチを含
むことを特徴とする、請求項１４に記載の水処理装置。
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